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次の(1)～(4)すべてに答えよ。 

(1) 次の用語を説明せよ（各 50～100 字程度） 。 

 (a) 叩解  (b) 坪量  （c） 地合 

 (d) 紙の異方性  (e) 引張強度 

(2) 人が手にとって見たりすることが可能な情報媒体として、 
①iPad のような携帯情報端末あるいはスマートフォンと 
②紙の書籍や印刷物 
の違いについて、品質、価格、携帯性、多様性など自分の好きな観点を 3 つ以上

取り上げて論ぜよ（300 字程度）。 

(3) 抄紙実習で行った実験について、紙のどのような処理がどのような性質を決めて

いるかを説明せよ（300 字程度）」。抄紙実習を受けていない人は、「講義で説明し

た画像処理による紙の物性評価の方法についてまとめ自分の研究などに応用でき

そうな接点について説明せよ。（1000 字程度）」 
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